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各
地
で
本
県
勢
、
健
在
ぶ
り
発
揮

県
Ｇ
Ｇ
協
会
会
長

宮

崎

義

重

〈
一一■
貧
り
上
■
二
べ
　
一０
一年
一、
一
、
す
■
　
　
′、　
一一　
一嗜Ｆ
〓
琢
ナ
・．

な
暑
き
一＼

■
（夏
●
■

公

二
●
省

ｒ
一一́ヽ
ご
、
全
一員
の
■

さ
ん
も
イ‐‐ｊ
か
と
こ
片
労
が
多
か

っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。今
年
か
ら
体
台
の
日
が
変
わ
り
ま
し
て
、　
一
〇
月

九
日
に
な
り
ま
し
た
。
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。
広
場
に
、
そ
し
て
校
庭
に
、
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の

旗
を
見
か
け
ま
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
、
気
軽
に
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
各
地
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
様
ｒ
を
見

る
に
つ
け
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

あ
の
料
い
、
‐――
が
鳴
る
行
―――
市
の
夏
期
大
会
、
こ
の

日
の
開
催
は
危
ぶ
ま
れ
た
の
で
す
が
行
―――
市
協
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
会
場
の
整
備
、
運
営
の
お
陰
で
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鬼
怒
川
で

の
ｌｌ
級
指
導
者
研
修
会
に
は
人
勢
の
方
々
の
参
加
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
若
■
の
反

省
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
基
本
を
事
前
に

勉
強
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
か

っ
た
点
で
あ
り
ま

す
。八
月
に
行
わ
れ
た
水
戸
中
で
の
関
東
大
会
に
は
本

県
か
ら

一
〇
〇
名
以
上

の
方

々
に
参
加

い
た
だ
き
、

女
性
の
部
で
は
，
郷
市
の
八
嶋
さ
ん
が
優
勝
を
、
ま

た
男
性
の
部
で
１１
位
入
賞
者
を
出
し
埼
玉
県
勢
の
健

在
ぶ
り
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

九
月
に
は
熊
本
県
高
森
町
に
て
、
第
十
二
回
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
欲
大
会
が
行
わ
れ
本
県
か
ら
三
二

名
参
加
し
ま
し
た
。
個
人
の
部
、
団
体
の
部
に
分
か

れ
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
本
県
は
個
人
の
部
で
深

）

谷
市
の
石
井
さ
ん
が
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
、
団
体
の
部

↑
ハ

人
組
）
で
は
加
須
市
選
抜
が
準
優
勝
、
し
か
も
鹿
児
島

チ
ー
ム
に

一
点
井
で
の
惜
敗
で
し
た
。

卜
月
に
は
石
川
県
高
松
町
で
全
国

ス
ポ
レ
ク
祭
り

（大
会
）
が
開
伴
さ
れ
本
県
よ
り

一
〇
名
参
加
し
、
準

優
勝
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み
に
上

位

一
〇
名
中
六
名
は
地

凡
石
川
県
勢
が
占
め
ま
し
た
。

最
後
に
本
年
の
県
協
会
登
録
は
■
年
を

三
回
り
全

一「
て
第
Ｉ
中̈
一に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
す
こ
〈
至
↓
一Ｉ
豫
の
ご

‥．企
浚
こ
ｔ
ｉ
だ
つ
欝
一́７
二
一悠
■
■

，
・
Ｙ
Ｌ
け
一千
す
ル
）土
↑
一

一
・．年
支
は
更
」
一、
市
‐……ｒ
村
、
県
、
全
国
、
が

一
体
と

な

っ
て
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

本
年
度
第
二
回
理
事
会
開
催
さ
れ
る
。

県
協
会
、
第
一
回
理
事
会
は
去
る

一
〇
月

．十

一

日

（■
）
、
大
宮
市
で
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
が
決
定

致
し
ま
し
た
。

（
一
）
全
国
大
会
派
遣
の
選
抜
に
つ
い
て

開
催
県

へ
の
選
手
登
録
期
日
に
間
に
合
う

よ
う

一
部
前
年
度
の
大
会
結
果
を
以
て

選
抜
す
る
。

１
．
年
リ
ン
ピ

ッ
ク
　
」ハ
名

夏
期
大
会
　
　
　
四
名
選
抜

（前
年
）

指
導
者
研
修
会
　
一
一名
選
抜

（前
年
）

２
．
全
国
ス
ポ
レ
ク
大
会
　
卜
名

指
導
者
研
修
会

　

一名
選
抜

金
則
年
）

秋
季
大
会
　
　
　
八
名
選
抜

（前
年
）

（三
）
平
成
十
二
年
新
春
大
会
に
つ
い
て

日
時
、　
一
月
二
〇
～
二
十

一
日

（■

ｏ
日
）

場
所
、
茨
城
県
潮
来
町

麻
生
グ
ラ
ウ
ン
ド

宿
泊
、
潮
来
ホ
テ
ル

）

県
上
級
指
導
者
認
定
試
験

並
び
に
交
歓
大
会

一
級
並
日
及
指
導
口貝

小
　

原
　
　
孝

照
り
つ
け
る
太
陽
、
地
面
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
熱
気

の
中
、
去
る
七
月
二
九
日

（■
）
三
〇
日

（日
）
栃
木

県
鬼
怒
川
に
お
い
て
ｌｌ
級
指
導
者
講
習
会
と
既
指
導

者
の
交
欲
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第

一
――
日
、
今
市
市
大
谷
川
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
で
の
交
欲
大
会
は
、
お
互
い
に

励
ま
し
あ
い
友
好
を
深
め
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
開
講
式
、
講
義
は
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
協
会
、
指
導
育
成
委
員
の
、
中
村
　
平
先
生
に

よ
る

「地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
企
画
」
と
題
し
て
話
さ

れ
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
熱
中
症
に
つ

い
て
、
ル
ー
ル
解
説
、
指
導
者
と
し
て
の
心
得
、
最
後

に
試
験
、
と
い
う
日
程
で
受
験
者
に
と

っ
て
は
大
変

長
い

一
日
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
既
取
得
者
に
も
、
ル
ー
ル
等
の
確
認
の

意
味
で
簡
単
な
試
験
が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
ま
し
た

皆
さ
ん
は
脳
と
心
を
さ
わ
や
か
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

夜
は
疲
れ
も
忘
れ
、
成
績
発
表
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ア
ル

コ
ー
ル
も
入
り
お
互
い
の
交
流
、
懇
親
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
日
日
は
既
取
得
者
は
プ
レ
ー
の
実
技
、
受
験

者
は
実
技
試
験
、
と
緊
張
の
時
間
が
続
き
ま
し
た
。

本
当
に
二
日
間
受
験
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
暑
い
中

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
合
格
さ
れ
ま
し
た
方
々
に
は

今
後
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
原
点
で
あ
る

「
ル
ー

ル
、
マ
ナ
ー
」
を
守
り
、
指
導
者
と
し
て
恥
じ
な
い
行

動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
望
い
た
し
ま
す
。
残

念
な
が
ら
不
合
格
の
方
が
例
年
に
な
く
多
く
出
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
再
度
の
挑
戦
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
夫
々
の
地
域
に
ま
す
ま
す

普
及
発
展
し
、
技
術
を
高
め
、
友
情
を
重
ね
活
躍
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
い
た
し
ま
す
。



Ｈ
十
一
Ｔ

五

・
五

於
　
北
川
辺
町
　
渡
良
瀬
総
合
運
動
公
園

全
二
十
四
ホ
ー
ル

谷
田
川
の
川
風
が
時
お
り
涼
し
さ
を
運
ん
で

来
る
、
そ
し
て
遠
く
に
は
渡
良
瀬
遊
水
池
を
見

る
。
実
に
風
光
明
媚
な
会
場
の
渡
良
瀬
総
合
運

動
公
園
に
や
く

一
〇
〇
〇
名
余
の
参
加
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
地
元
、
北
川
辺
町
協
会
の
配
慮

で
特
製
ラ
ー
メ
ン
、
桃
太
郎
ト
マ
ト
、
も
人
気

を
博
し
参
加
者
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

四

位
　
三
本
松
　
　
　
清

６９
打

（岩
槻
市
）

五

位

深

町

龍

郎

６９
打

寒
日
ぜ

エハ　
位
　
児
　
玉

・
　

明

７０
打

（岩
槻
市
）

七

位

佐
々
本
　
文
　
男

７０
打

（．・厠
市
）

八
　
位
　
一品
　
水ヽ
　
テ
　
ル
　
７‐
打

（卓
加
市
）

九

位

船

戸

治

信

７‐
打

黒

じ

十

位

沢
　
崎
　
　
　
明

７２
打

（羽
生
市
）

十
一位

鈴
　
木

　

　

菫
立
７３
打

含
口蒲
じ

士

覆

宮

崎

義

重

７３
打

ｎ
３

古

覆

鈴

木

敏

男

７３
打

↑
Ｕ

古

位

遊

馬

芳

三

７４
打

天
ｔ

十
程

木

村

和

衛

７４
打

愈
３

主
雀

馬

場

慎

吉

７４
打

ｎ
Ｃ

ｔ

ｉ

膝

本

弘

道

７４
打

書
じ

十
金

奥

野

正

義

７４
打

徐
３

十
九
位

原

　

国
　

鉄

太
郎

７５
打

（十
［見
町
）

二
十
位

大

　
室

　

か

ほ

る

７５
打

（Ｌ
尾
市
）

附
動
長
（
大
砕
に
時
¨
一
師
一
嚇
中
¨
¨
ゆ
卸
［
¨
。

ス
コ
ア
八
で
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
の
杉
戸
町
の
会

長

・
森
田
さ
ん
。
ニ
ゲ
ー
ム
終
わ
っ
た
所
で
二

六

・
三
八

三
二
〇

（岡
庭

・
福
岡

・
八
嶋
）
の
三

郷
市
の
ご
婦
人
三
名
ま
さ
に
男
子
顔
ま
け
。

か
く
し
て
■
日
日
も
歓
声
が
あ
が
り
三
郷
市
か

ら
参
加
し
た
ご
婦
人
連

一
二
Ｔ
四
位
、
男
子

一

名
が
九
位
と
全
員
の
入
賞
と
な
る
。

女
子
厭

八

嶋

醇

子

７２
打

二
位

福
　
岡
　
ひ
で
子

７２
打

四
位

岡
　
庭
　
ま
さ
子

７３
打

六
位

加
　
一膝
　
昭
（　
子

７３
打
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優
　
勝

準
優
勝

〓
一　
位

四
　
位

五
　
位

ニハ　
位

七
　
位

八
　
位

九
　
位

十
　
位

十

一
位

十
二
位

十
三
位

十
四
位

十
五
位

十
六
位

十
七
位

十
八
位

十
九
位

二
十
位

（越
谷
市
）

（北
川
辺
町
）

（十
手
市
）

（深
谷
市
）

（越
谷
市
）

（川
里
村
）

（加
須
市
）

（川
聖
村
）

（二
郷
市
）

（加
須
市
）

（加
須
市
）

（深
谷
市
）

（二
郷
市
）

（加
須
市
）

（川
本
町
）

（占
見
町
）

（加
須
市
）

（羽
生
市
）

（加
須
市
）

（加
須
市
）

中 し

は県協会主

しました。

、参加者を
かき立てま

アー 栄光ヘ

(以下日程順特集)

鈴 島 藤

本 山奇里予

贅信親
郎 義 守

69 69 63
打 打 打

全
国
ス
ポ
レ
ク
選
考
会

Ｈ
十
二
・
七

二

一

於
　
一何
田
市
総
合
運
動
公
園

全
二
十
一
栞

―
ル

こ
の
ロ
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
前
日
の
雨
で
人
分
水

含
み
の
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が
、
行
田
市
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
様
に
よ
る
懸
命
な
ご

努
力
で
会
場
整
備
も
終
わ
り
、
予
定
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
全

面
ダ
ー
ト
で
余
裕
あ
る
コ
ー
ス
設
定
の
も
と
で

全
国
ス
ポ
レ
ク
祭

へ
の
県
予
選
会
に
ふ
さ
わ
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

お
見
事
―
　
一二
郷
市
の
ご
婦
人
方

―
―

ワ
ン
ツ
ー
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ

ュ
ー
ー

空
は
ど
こ
ま
で
も
青
く
、
会
場
の
森
の
樹
々

は
あ
く
ま
で
も
緑

一
色
の
盛
夏
、
此
処
は
水
戸

市
の
郊
外
、
総
合
運
動
公
園
。
関
東

一
部
七
県

の
選
手
六
四
六
名
の
参
加
に
よ
る
第
八
回
関
東

地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
二
日
間
に
亙

っ
て
開
催
さ
れ
た
。

コ
ー
ス
は
野
球
場
の
四
面
を
利
用
し
、　
一

コ
ー
ス
か
ら
四
コ
ー
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
十
六
ホ
ー

ル
の
ダ
ブ
ル
コ
ー
ス
で
、
芝
と
ダ
ー
ト
の
ミ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ル
．
芝
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
、
適
当

な
走
り
で
良
コ
ー
ス
。

本
県
か
ら
の
参
加
は

一
二
三
名
で
、　
一
ゲ
ー

ム
ロ
に
は
早
く
も
．二
連
続
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
、

優
　
勝

準
優
勝

〓
一　
位

（川
本
町
）

（北
川
辺
町
）

（鷲
宮
――ＩＪ
）

北 二 三 二
本 郷 郷 郷
市 市 市 市

在査量季
八 石 篠

嶋 井 崎

勝 健 満

義 治 IE

73 72 72
打 打 打

三 深 熊

響翁命



大会特集
(平成 12年度)

県協会事業も第四半期に各種

開催されております。そこで今
催及び派遣する大会について特
それぞれ大会は特色あるもの

感動させ、チヤレンジ精神を一

す。
たかがスコアー、されどスコ

のチヤンスはみな平等です。

十 九 八 七 六 五 四 二

位 位 位 位 位 位 位 位

川安 11生 竹折 堀真

島原宅川 中戸 井子

Ｈ
十
二
。
九

・
八
～

一
〇

於
　
熊
本
県
高
森
町

世
界
に
誇
る
、
カ
ル
デ
ラ
阿
蘇
五
岳

「根
子

岳
、
一局
岳
、
中
岳
、
杵
島
岳
、
帽
子
岳
」
に
囲
ま

れ
た
南
阿
蘇

「野
と
花
と
風
薫
る
郷
」
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
総
勢
一
．○
○

○
名
を
数
え
、
本
県
よ
り
四
〇
名
が
参
加
し
、

幾
多
の
得
難
い
経
験
と
全
国
の
愛
好
者
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
成
績
は
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝
者
同
士

の
プ
レ
イ
オ

フ
に
よ

っ
て
文
部
大
臣
杯
を
競

い
、
惜
し
く
も
逃
し
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て

上
位
の
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

団
体
の
部

‥
‥
準
優
勝

（埼

些
ル　
巻

薔
ル

巻

堀

越

姉

崎

影

山

宮

崎

個
人
の
部

‥
‥
ブ

ロ
ッ
ク
優
勝

深
谷
市
　
石
　
井
　
健
　
治

―
―
ス
ポ
レ
ク

・
石
川
二
〇
〇
〇
―

Ｈ
十
二
・
九

・
三
〇
～

一
〇

・
二

於
　
石
川
県
金
沢
市
高
松
町

全
二
十
四
ホ
ー
ル

金
沢
市
、
県
陸
■
競
技
場
に
二
五
〇
〇
〇
人

が
集
ま
り
小
雨
降
る
中

の
開
会
式
。
生
涯

ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
に
相
応
し
い
幕
明
け
で
し
た
。

友
好
第

一
、
勝
敗
第
二
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
二
日
目
か
ら
は
金
沢
市
か
ら
車
で

一
時

間
程
２
品
松
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
に
移
動

し
て
の
プ
レ
ー
に
入
り
ま
し
た
が
途
中
沿
道
に

は
、
ノ
ボ
リ
・旗
看
板
、
そ
し
て
町
民
挙
げ
て
の

歓
迎
ぶ
り
は
、
参
加
者
の
気
持
ち
を
い
や
が
上

に
も
高
揚
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

特
筆
す
べ
き
は
起
伏
に
富
ん
だ
素
晴
ら
し
い

全
面
芝
生

コ
ー
ス
と
本
県
勢
の
人
健
闘

（準
優

勝
）
で
あ
り
ま
す
。

山

本

博

信

４７
打

翁
愚

宮

崎

義

重

４８
打

翁
菫

―
―

ス
ポ
レ
ク
ニ
重
選
考
会

―
―

Ｈ
十
二
・
十

・
二
九

於
　
川
越
市
安
比
奈
親
水
公
園

全
二
十
一
栞

―
ル

終
日
雨
に
見
舞
わ
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た

が
参
加
者
四
四
〇
名
の
熱
気
で
予
定
通
り
三
十

二
ホ
ー
ル
を
消
化
し
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
場
は
川
越
市
の
西
部
に
位
置
す

る

「安
比
奈
親
水
公
園
」
で
入
間
川
に
沿

っ
た

広
大
な
芝
生

コ
ー
ス
で
あ
り
ま
す
。

地
元
川
越
市
協
会

の
周
到
な
準
備
と
運
営

は
、
参
加
さ
れ
た
選
手
の
実
力
発
揮
に
充
分
で

余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

義キ 信き チ
lT3 1隆男十清去

準 優
優
勝 勝賢

優

勝

堀

越

準
優
勝
　
岡
　
田

〓
一
位

長
谷
部

四
　
位
　
巾
，　
，‐，Ш

五
　
位
　
一局
　
橋
¨

エハ

位

石

井

七

位

酒

井

八

位

鈴

木

九

位

小

暮

十

位

野

上

十
一
位

星

崎

士

一位

引

間

士
二
位

矢

内

十
四
位

松

本

十
五
位

鈴

木

十
二ハ位

笠
　
倉

信

男

ト
シ
子操

美
智
子

光

秋

健

治

康

友

敏

男

重

之

い
祢
子

霊
口

雄

雅

男

広

行

良

　

一

治

夫慧

（加
須
市
）

（革
加
市
）

（川
越
市
）

（加
須
市
）

（川
本
町
）

（深
谷
市
）

（三
郷
市
）

（車
加
市
）

（深
谷
市
）

（加
須
市
）

（越
谷
市
）

（皆
野
町
）

（幸
手
市
）

（加
須
市
）

（加
須
市
）

（草
加
市
）

和

信

一昌
　
一
一

栄

進

外
茂
次

源

生均

正

　

一

弦
二
郎

４９
打

（佐
賀
県
）

４９
打

（富
山
県
）

５‐
打

（石
川
県
）

５‐
打

（石
川
県
）

５‐
打

（一二
重
県
）

５２
打

（石
川
県
）

５２
打

（石
川
県
）

５２
打

（石
川
県
）

絆募募募募募再幹幹幹幹幹幹幹幹野

十 十
九
位位

滝篠

澤 崎

満

博 正

十

七
位

十
八
位

十
九
位

二
十
位

Ｈ
十
二
・
十

一
。
三
～
五

大
阪
の
ド
ー
ム
球
場
を
舞
台
に
華
一麗
な
開
会

式
で
始
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
二
日
目

か
ら
、
枚
方
市
の
松
下
電
器
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
本
県
の
代
表
六
名
は
小
学

生
の
歓
迎
に
胸
を
熱
く
し
て
の
健
闘
。

コ
ー
ス
は
全
面
ダ
ー
ト
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
本
の
並

列
コ
ー
ス
。
小
砂
利
で
微
妙
に
変
化
す
る
ボ
ー

ル
に
手
こ
ず
り
、
歓
声
と
た
め
息
が
交
差
し
た

中
に
も
、
全
国
よ
り
集
ま

っ
た
仲
間
三
五
〇
名

余
の
交
流
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
終
始
し
た
。

本
県
勢
の
上
位
入
賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。

（熊
谷
市
）

（杉
戸
町
）

米 島吉小
'

田崎 岡松:

満信稔義

昭義夫 昭

７８
打

（狭
山
市
）

７８
打

（深
谷
市
）

７８
打

（北
川
辺
町
）

７８
打

（
二
郷
市
）



隊
お
釧

活
動
報
告

大
盛
況
　
ふ
れ
あ
い
大
会

能
容
市

四
分

一　
國
夫

県
北
地
区
、
各
市
町
村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
愛
好
者
の
交
流
と
親
睦
を
願

っ
て
発
足
し
た

『
ふ
れ
あ
い
熊
谷
Ｇ
Ｇ
大
会
』
も
第
し
口
を
迎

え
ま
し
た
。
当
初
は
四
〇
〇
名
程
度
の
参
加
者

が
年
々
急
増
し
、
今
回
は
七
〇
〇
名
を
越
す
驚

異
的
な
人
会
に
な
り
ま
し
た
。

『
ふ
れ
あ
い
熊
谷
Ｇ
Ｇ
大
会
』
の
特
色
と
し
て

何
点
か
挙
げ
て
み
る
と
、
大
会
会
場
が
自
衛
隊

熊
谷
基
地
の
広
大
な
運
動
場
で
あ
る
こ
と
。
そ

こ
に
は
自
衛
隊
の
正
門
を
入
る
と
樹
齢
Ｌ
Ｏ
年

程
の
人
木
や
老
松
の
生
い
茂
る
輩
か
な
林
が
心

を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

都
会
育
ち
の
人
辻
に
と

っ
て
武
蔵
野
の
自
然

を
感
じ
る
貴
嘔
な
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

自
衛
隊
の
前
身
で
あ
る
熊
谷
爪
行
学
校
の
開

校
が
昭
和

一
〇
年
、
昭
和
人
里
の
行
■
が
―

．

年
、
こ
の
運
動
場
は
飛
行
機
の
離
着
陸
や
高
等

飛
行
等
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
先
般
あ
る

選
手
の
方
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を
う
か
が
い

ま
し
た
。
「私
が
十
七
才
の
時
、
少
年
飛
行
兵

に
見
事
合
格
し
熊
谷
飛
行
学
校
で
，
か
月
間
厳

し
い
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
は
青
春
時
代

を
工
〓
ド
した
一志
い
一一■
っ
三
井
一で
す

ｏ
‥

ム
ャ
一

世
二
、
↑́
一．ス
上
だヽ
．
み
一
一
´́
一
三
〓
〓
・ム
　
一
ヽ
一́
・
■
一　
一

一
∵
一叉

■́

■
し
デ
ヽ
　
　
一
´
′

一
，

．
　
ｒ
ｒ

・
二
一
″
、
み
Ｔ
一
一
．、
三
｝

二
一
、　

こヽ
　
ｉ
ｌ
Ｌ
ク
　
）
Ｉ
二

　ヽ
）
、
・・

参
，サーー
者
十
イ
ト
に
，

ン́
た

人
会
運
■

に
三
〓

努
力
す
る
所
存

で
す
。

）

）

大
会
は
交
流
の
場

東
変

栗

島

信

一

当
協
会
は
埼
Ｌ
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

創
立
の
翌
年

（平
成
二
年
）
婦
人
学
級
を
主
体

と
し
て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。
会
員
数
も
年
々

増
加
し
平
成
十
二
年
の
金
録
会
員
は
七
地
区

一

六

一
名
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
最
近
男
性
会
員

が
増
え
、
全
体
の
，
分
の

一
を
占
め
る
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
、
地
区
で
の
練

習
や
年
四
回
開
催
さ
れ
る
協
会
■
催
の
大
会
、

県
や
郡
の
大
会
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
、
推
進
に
努
力
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
持
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
目
的
に
結
果
や
順
位
に
こ
だ
わ
ら
ず
日
頃
の

練
習
や
大
会
等
を
交
流
の
場
と
し
て
と
ら
え
、

明
る
く
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
本
村
に

一．ふ
れ
あ
い
広
場
』
と
い

う
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
オ
ー
プ
ン
し
、
こ
け

ら
， 洛
と
し
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を

開
催
し
、
協
会
会
員
の
外
、
多
く
の
人
々
に
参

加
い
た
だ
き
、
競
技
中
笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽

し
い

一
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
老
若
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い
年
齢
層

か
ら
愛
好
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
と
発
展
に
努
め
て
行
け
れ
ば

と
思

っ
て
い
ま
す
。

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
は
皆
、
『健
康
づ

く
り
』
に
、
『
ふ
れ
あ
い
』
に
、
そ
し
て

『
ス
コ

ア
ー
の
追
求
』
に
真
剣
な
中
に
も
和
や
か
な
雰

囲
気
で
会
場
は
賑
わ
い
ま
す
。
個
人
賞

（男
女

別

一
～

一
〇
位
）
団
体
賞

（■
位
五
支
部
）
そ

の
他
賞
を
設
け
活
発
な
支
部
活
動
と
参
加
意
識

の
高
揚
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

指
導
者
育
成
講
習
会
は
既
資
格
者
も
含
め
例

年
八
月
に
実
施
し
、
県
協
会
と
連
動
さ
せ
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
市
認
定
受
講
者
四
十
二
名
、

既
資
格
者

一
ｌ
三
名
の

一
六
五
名
が
参
加
し

人
々
が
別
々
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
行
い
ま
し
た
。

講
師
は
■
と
し
て
本
年
度
、
県
上
級
指
導
者

が
当
た
り
、
午
前
中
は
実
技
全
般
と
し
例
題
を

あ
げ
て
説
明
を
し
た
後
、
全
員
で
プ
レ
ー
し
実

践
す
る
。
午
後
は
会
長
、
指
導
部
長
が
講
演
し

た
後
、
新
規
受
講
者
に
は
■
級
指
導
者
が
県
協

会
の
講
習
内
容
そ
の
ま
ま
を
説
明
し
て
、
な
お

最
後
に
簡
単
な
、
お
さ
ら
い

（テ
ス
ト
）
を
実

施
し
認
定
書
を
交
付
し
終
了
し
ま
す
。

又
、
既
資
格
者
に
対
し
て
は
、
指
導
部
が
中

心
と
な
り
、
指
導
上
の
問
題
点
を
課
題
別
に
説

明
し
た
後
、
活
発
な
質
疑
応
答
に
よ
り
共
通
認

識
を
深
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
仲
間

羽
牛

植

竹

国

夫

明
る
く
、
楽
し
く
、
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
羽

生
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
の
平
成
―
二
年

嘆
は
、
加
盟
ク
ラ
フ
十
．一
、
会
員
数
五
〓
．八
名

て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
）^

〓　　一一〓（一一一一　　ｔ一　一、・（一一　́
一　　）一　、、　一一一　　　一・　
、　一・^
一。́
一“（

・一
ミ
し
一　
）、　
一̈一
）
〓
｛
＾
）
ｋ
（
一
吟́
一
聾
螢
一グ
一
Ｉ
ｔ
一（

こ
■
及
に
努
沈
て
ｔ
ま
す
〓
参
Ｉ
者
一は
年
々
靖

え
三
●
ホ
ー
ル
、
二
班
編
成
を
採
用
し
て
い
ま

す
。他
に
研
修
会
は
上
級
指
導
者
二
四
名
が
中
心

と
な
り
、
技
術
の
向
上
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
徹

底
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
県
大
会
、

北
埼
大
会
の
開
催
地
と
し
て
の
経
験
は
、
組
織

運
営
の
面
で
大
き
な
自
信
と
な

っ
て
い
ま
す
。

更
に
日
常
的
に
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
行
わ

れ
る
中
で
協
会
と
し
て
、
大
々
の
活
動
日
程
を

集
大
成
し
て
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に

よ
り
各
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
が
図
れ
る
よ
う
努
め

て
お
り
ま
す
。

本
部
役
員
四
四
名
は
皆
、
経
験
豊
富
な
方
々

で
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
を
提
供
願
い
、
協
会

や
大
会
運
営
に
積
極
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
楽
し

い
時
を
過
ご
せ
る
こ
と
は
大
変
幸
せ
な
こ
と
で

す
。二

〇
〇
〇
年
行
事
も
ま
ず
は
無
事
に
四
分
の
三

を
終
了
し
、
ホ
ッ
と

一
息
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

新
し
い
世
紀
を
迎
え
る
準
備
は
い
か
が
で
し
よ
う

か
？発
行
予
定
ぎ
り
ぎ
り
の
大
会
結
果
を
待
っ
て
大

会
特
集
と
し
ま
し
た
。
特
に
開
催
地
で
の
事
前
準

備
、
大
会
運
営
に
当
た
っ
て
は
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
生
か
さ
れ
参
加
者
の
注
目
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で

す
。義

賛

鈴

木

敏

男

需

芭

覇

雪

古

谷

都
薄

景

ウ

（プ
ロ
ッ
ク
担
当
編
集
委
員
）
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